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●「新型インフルエンザ対策緊急推進プラン」を
　策定…１面
●「杉並行政サービス民間事業化提案制度」の報告…２面
●区立小中学校の再編構想をお知らせします…８面

―区役所いつでも電話サービス―

葛暮らしのちょっとしたお問い合わせは
緯緯♯８８０♯８８０００　　　緯緯３３７２３３７２‐‐８８００８８００または

栄
養
・
睡
眠
の
確
保
と
い
う
基
本
的

な
予
防
対
策
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

治
療
法
は
基
本
的
に
、
通
常
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
熱
を
下
げ

る
、
脱
水
を
補
う
、
合
併
症
予
防
に

抗
生
物
質
を
投
与
す
る
な
ど
の
対
症

療
法
や
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
（
タ

ミ
フ
ル
な
ど
）
の
投
与
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
や
都
で
は
全

体
で
二
五
〇
〇
万
人
分
の
抗
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
薬
（
タ
ミ
フ
ル
）
の
備
蓄

を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

害「新型インフルエンザ」は、これまでのインフルエンザとは違う害

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
はは

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策策

緊
急
推
進
プ
ラ
ン
」の
概

　
　
　
　

緊
急
推
進
プ
ラ
ン
」の
概
要要

　

区
で
は
、
麻
し
ん
の
流
行
に
伴

い
、
緊
急
対
策
と
し
て
小
・
中
学

校
の
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
を
対
象

に
無
料
で
接
種
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
対
象
者
で
有
料
（
自

己
負
担
）
で
接
種
し
た
方
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
 

助
成
額
＝
自
己
負
担
分
。
た

だ
し
、
麻
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン

は
八
〇
〇
六
円
、
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
は
一
万
一
三
五
六

円
が
上
限
で
す 

区
内
在
住
で
、

こ
れ
ま
で
に
麻
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
が
な
く
、
麻
し
ん
単
抗
原
ワ

ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

内

対

ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
お
た
ふ

く
か
ぜ
混
合
ワ
ク
チ
ン（
Ｍ
Ｍ
Ｒ
）

の
い
ず
れ
も
接
種
し
た
こ
と
の
な

い
小
・
中
学
生
で
、
４
月
１
日
～

６
月　

日
ま
で
に
自
己
負
担
に
よ

３０

り
予
防
接
種
を
受
け
た
方 

申
請

受
付
期
間
＝
８
月　

日
㈮
ま
で
▽

３１

申
請
場
所
＝
杉
並
保
健
所
保
健
予

防
課
（
荻
窪
５
們　

們
１
）
▽
必

２０

要
書
類
な
ど
＝
医
療
機
関
の
領
収

書
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
、
振

込
金
融
機
関
の
口
座
番
号
な
ど 

杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課
緯
３
３

９
１
倆
１
０
２
５

申

問

　

区
で
は
、　

年
３
月
に
策
定
し
た

１８

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計

画
」
を
も
と
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
た
際
に
、
速
や
か
に

感
染
拡
大
防
止
の
対
応
が
で
き
る
よ

う
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
緊

急
推
進
プ
ラ
ン
」
を
、
こ
の
６
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
を
契
機
に
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
備
え
て
、
健

康
被
害
、
社
会
機
能
の
低
下
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
よ
う
国
や
都
と
連
携

し
、
区
役
所
全
体
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る

知
識
や
、
食
品
・
医
薬
品
な
ど
の
二

週
間
分
の
備
蓄
品
の
必
要
性
に
つ
い

て
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
普
及
啓
発

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
区
職
員
に
対

し
て
も
、
適
切
な
危
機
管
理
体
制
が

確
立
で
き
る
よ
う
、
研
修
・
訓
練
を

実
施
し
、
対
応
力
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

②
医
療
関
係
団
体
や
公
共
機
関
へ
の

啓
発
を
進
め
、
関
係
団
体
へ
働
き
か

け
て
準
備
状
況
を
把
握
し
、
情
報
の

共
有
化
を
図
り
ま
す
。

　　

流
行
初
期
の
対
策
本
部
の
あ
り
方

を
早
急
に
確
立
し
ま
す
。
発
生
初
期

の
段
階
で
封
じ
込
め
対
策
を
確
実
に

実
施
で
き
る
よ
う
、
通
信
連
絡
体
制

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

①
保
健
所
を
中
心
に
、
訓
練
な
ど
を

通
じ
て
迅
速
・
的
確
な
初
動
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

②
防
疫
従
事
者
な
ど
の
た
め
の
防
疫

用
品
（
感
染
防
護
服
・
マ
ス
ク
な
ど
）

や
、
医
薬
品
（
タ
ミ
フ
ル
）
の
備
蓄

に
着
手
し
ま
す
。

　

流
行
初
期
の
医
療
体
制
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
区
独
自
の
臨
時
相

談
・
診
療
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、

早
急
に
関
係
機
関
と
の
調
整
に
着
手

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
流
行
期
に
移
行

後
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

お
子
さ
ん
の
麻
し
ん
定
期
予
防
接
種
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
済
み
で
す
か

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

　

毎
年
冬
季
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
加
え
て
、
ア
ジ
ア
を
中
心

に
発
生
し
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
、
人
に
感
染
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
今
後
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
し

て
、
人
か
ら
人
に
感
染
し
や
す
い
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
出
現
す
る
可

能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
ウ
イ
ル
ス
に
変
異
し
た
場

合
、
人
類
は
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い

た
め
世
界
的
な
大
流
行
と
な
り
、
大

き
な
健
康
被
害
と
社
会
的
影
響
を
も

た
ら
す
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
ス
ペ
イ
ン

２０
風
邪
・
ア
ジ
ア
風
邪
・
香
港
風
邪
な

ど
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

世
界
的
な
大
流
行
が
三
回
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎

年
流
行
し
な
が
ら
一
〇
～
四
〇
年
に

一
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
を
出
現
さ
せ
、
大
流
行
を
起
こ
し

ま
す
。
前
回
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
発
生

か
ら
四
〇
年
近
く
経
ち
ま
す
の
で
、

い
つ
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

予
防
法
と
治
療
法

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
有
効
な

予
防
法
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
す

が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
て
い
な
い
段
階
で
は
、
ワ
ク
チ
ン

を
製
造
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
を
量
産
す
る
た
め

に
は
発
生
後
少
な
く
と
も
六
カ
月
以

上
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
、

　

感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
定
期
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
公
費
で
受
け
ら

れ
る
時
期
は
、
予
防
接
種
ご
と
に

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
第
Ⅰ
期
は

１
歳
～
２
歳
に
な
る
ま
で
、
来
年

小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん

は
、　

年
３
月　

日
ま
で
第
Ⅱ
期

２０

３１

を
接
種
で
き
ま
す
。
今
年
の
よ
う

な
麻
し
ん
の
流
行
に
備
え
る
た
め

に
も
、
法
定
年
齢
に
な
っ
た
ら
、

な
る
べ
く
早
く
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

麻
し
ん（
は
し
か
）緊
急
対
策

プラン４

流
行
初
期
に
お
け
る

医
療
体
制
の
確
保

プラン３

区
内
発
生
時
の
迅
速
・

的
確
な
対
応
の
整
備

プラン２

発
生
段
階
に
応
じ
た

危
機
管
理
体
制
の
確
立

プラン１

区
民
・
関
係
団
体
へ
の

普
及
啓
発
活
動
の
強
化

と
備
蓄
の
推
奨

害害問い合わせは、杉並保健所保健予防課緯３３９１崖１０２５へ。
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導
入
の
背
景

　

こ
れ
ま
で
、
区
は
、
民
間
で
で
き

る
も
の
は
民
間
に
、
ま
た
、
民
間
が

実
施
し
た
方
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
も
の
は
民
間
に
と
い

う
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
行

財
政
改
革
や
協
働
の
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

区
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
一

方
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
多
様
な
民
間

事
業
者
が
市
場
の
中
で
成
長
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
区
で
は
、
行
政
と
民

間
と
の
役
割
分
担
を
再
構
築
し
、
新

し
い
公
共
空
間
を
創
造
し
て
い
く
た

め
、
ま
た
民
間
か
ら
の
自
由
な
発
想

を 
活 
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
区

い
の
全
事
務
事
業
を
対
象
に
し
た
「
杉

並
行
政
サ
ー
ビ
ス
民
間
事
業
化
提
案

制
度
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

基
本
的
な
考
え
方

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

猿
全
事
務
事
業
を
対
象
と
す
る

猿
「
す
ぎ
な
み
地
域
大
学
」
な
ど
の

担
い
手
の
育
成
と
連
動
す
る

猿
民
間
事
業
化
実
施
後
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
体
制
を
構
築
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
確
保
し
、
委
託
業
務
の
安

全
管
理
を
徹
底
す
る

　

そ
し
て
、
目
的
は
次
の
三
つ
に
な

り
ま
す
。

①
行
政
が
新
た
な
課
題
に
先
駆
的
に

区
で
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
し
た
「
杉
並
区
市
場
化
提
案
制
度
検
討
委
員
会
」
で
、
区

が
行
っ
て
い
る
す
べ
て
の
事
務
事
業
を
対
象
に
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
適
正
な

も
の
に
つ
い
て
は
民
間
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を 
委 
ね
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

ゆ
だ

び
、
検
討
結
果
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
へ
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

（
以
下
高
齢
受
給
者
証
）
は
、
８
月

１
日
で
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
お
送
り

し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
高
齢
受
給

者
証
は
、
区
役
所
ま
た
は
お
近
く
の

区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所

へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

◇
負
担
割
合
の
判
定

　

同
一
世
帯
の　

歳
以
上
の
国
民
健

７０

康
保
険
加
入
者
（　

歳
以
上
で
老
人

６５

医
療
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
方

を
含
む
）
の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
場
合
（
住
民
税
課
税
所
得

が
一
四
五
万
円
以
上
）
は
、
三
割
負

担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
三
割
負

担
の
方
で
も　

年
中
の
収
入
が
基
準

１８

額
（
左
表
１
）
未
満
の
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
一
割
負
担
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
資
格
係

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
へ

　

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
（
以

下
医
療
証
）
の
一
部
負
担
金
の
割
合

を
、　

年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
に

１９

基
づ
き
再
判
定
し
ま
す
。
新
し
い
負

担
割
合
は
、
８
月
１
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。
負
担
割
合
が
変
更
と
な
る

方
に
は
、
７
月
末
に
新
し
い
医
療
証

問

を
お
送
り
し
ま
す
。古
い
医
療
証
は
、

区
役
所
ま
た
は
お
近
く
の
区
民
事
務

所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
へ
お
返
し

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
負
担
割
合
が
変
わ
ら
な
い

方
に
は
、
新
た
に
医
療
証
は
お
送
り

し
ま
せ
ん
。
現
在
、
お
持
ち
の
医
療

証
を
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
負
担
割
合
の
判
定

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
同

一
世
帯
の　

歳
以
上
の
方
が
、
一
定

７０

以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
（
住
民
税

課
税
所
得
が
一
四
五
万
円
以
上
）
は

三
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

三
割
負
担
の
方
で
も　

年
中
の
収
入

１８

が
基
準
額
（
右
表
２
）
未
満
の
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
申
請
月
の
翌
月
か

ら
一
割
負
担
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
 

国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

夏
季
保
養
施
設
の 

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に

夏
季
保
養
施
設
を
開
設
し
ま
す
が
、

一
部
空
き
室
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一

般
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
区
内
在
住

の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
（
申
し
込
み
に
は
健
康
保
険
証

な
ど
住
所
が
明
記
さ
れ
た
も
の
の
提

示
が
必
要
で
す
）。電
話
予
約
も
可
能

で
す
が
、
申
込
手
続
き
は
国
保
年
金

課
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
 

開
設
期
間
＝
７
月　

日
㈮
〜
８

２０

月　

日
㈯
の
宿
泊 

・ 

７
月　

日

２５

１２

か
ら
国
保
年
金
課
管
理
係
（
区
役
所

東
棟
二
階
）へ（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を

除
く
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
）

３０

問内

申

問

〈表１　高齢受給者証〉
基準額対　象

収入の合計金
額が３８３万円

７０歳以上の
方が１人の
世帯

収入の合計金
額が５２０万円

７０歳以上の
方が２人以
上の世帯
※国民健康保険加入者のみが
算定の対象になります。

取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
一

方
、
民
間
の
特
性
を
活
か
し
た
よ
り

柔
軟
で
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
実

現
さ
れ
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る

②
区
に
お
け
る
協
働
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
、
区
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
区
政
へ
の
参
画
を
一
層
進
め
る
契

機
と
な
る

③
本
来
行
政
が
担
う
べ
き
役
割
・
機

能
を
強
化
で
き
、
限
ら
れ
た
財
源
を

よ
り
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
　

報
告
書
は
、
企
画
課
（
区
役
所
東

棟
四
階
）、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西

棟
二
階
）、図
書
館
ま
た
は
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

今
後
の
進
め
方

　

現
在
募
集
し
て
い
る
提
案
を
事
業

者
か
ら
受
け
付
け
た
後
、
学
識
経
験

者
な
ど
で
構
成
す
る
「
杉
並
民
間
事

業
化
審
査
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
会
」

で
審
査
し
、　

月
中
旬
を
目
途
に
採

１１

否
の
決
定
を
す
る
予
定
で
す
。
採
用

さ
れ
た
提
案
は
、
事
業
の
実
施
に
向

け
た
調
整
を
図
り
、　

年
４
月
か
ら

２０

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
採
用
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

現
在
事
業
者
と
所
管
課
と
で
実
施
に

向
け
た
共
同
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
実
施
内
容
や
費
用
の
調
整
が
整

い
次
第
、
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　詳細は、「杉並行政サービス民間事業化提案制度」公
募要項をご覧ください。
　なお、昨年度モデル事業公募の際に依頼を受け作成し
た分の「事務事業詳細シート」も併せて公表しています。
◇公募要項の配付場所
　企画課。区ホームページからも取り出せます。
◇提案の提出方法
　持参、郵送またはＥメールで、８月１０日（必着）まで
に企画課へ。
◇「事務事業詳細シート」の閲覧場所
　企画課または区ホームページ。
◇質問の受け付け
　持参、ファクス、Ｅメールまたは郵送で、７月１８日
（必着）までに企画課胃３３１２崖９９１２死gyosei-t@city.su
ginami.lg.jpへ。公募要項に定める質問票で受け付けた
後、回答は区ホームページに掲載します。

〈表２　老人医療受給者証〉
基準額対　象

収入の合計金
額が３８３万円

７０歳以上の
方が１人の
世帯

収入の合計金
額が５２０万円

７０歳以上の
方が２人以
上の世帯
※７０歳以上には、障害認定に
よる老人医療受給者を含み
ます。

国
保
年
金
課
か
ら

国
保
年
金
課
か
ら
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

「
杉
並
行
政
サ
ー
ビ
ス
民
間
事
業
化
提
案
制
度
」

「
杉
並
行
政
サ
ー
ビ
ス
民
間
事
業
化
提
案
制
度
」のの

報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し

報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
たた

１９年度
介護保険料額を
お知らせします

７
月　

日
ご
ろ
に
納
入
通

１９

知
書
を
お
送
り
し
ま
す

▽
個
人
で
お
支
払
い
い
た
だ
い
て

い
る
方
（
普
通
徴
収
）

　

納
入
通
知
書
の
保
険
料
額
（
８

月
〜　

年
３
月
分
）
は
、　

年
中

２０

１８

の
所
得
な
ど
を
も
と
に
新
た
に
年

額
を
決
定
し
、
４
月
に
通
知
し
た

保
険
料
額（
４
月
〜
７
月
分
）を
差

し
引
い
て
調
整
し
た
も
の
で
す
。

▽
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

方
（
特
別
徴
収
）

　

４
月
〜
９
月
分
の
保
険
料
は
、

４
月
・
６
月
・
８
月
に
受
給
す
る

年
金
か
ら
、
仮
の
特
別
徴
収
額
と

し
て
２
月
と
同
じ
金
額
で
天
引
き

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
特
別
徴

収
額
が
平
準
化
さ
れ
た
方
（
該
当

者
に
は
５
月
中
旬
に
通
知
発
送

済
）
は
、
６
月
・
８
月
分
の
天
引

き
額
が
４
月
分
と
異
な
り
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
の　

月
以
降
の
保

１０

険
料
額
は
、　

年
中
の
所
得
な
ど

１８

を
も
と
に
新
た
に
年
額
を
決
定

し
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の
天
引

き
分
（
４
月
〜
９
月
分
）
の
保
険

料
額
を
差
し
引
い
て
調
整
し
た
も

の
で
す
。

▽　

月
よ
り
新
た
に
年
金
か
ら
の

１０保
険
料
天
引
き
が
始
ま
る
方

　

現
在
、
保
険
料
を
納
付
書
ま
た

は
口
座
引
落
と
し
で
お
支
払
い
い

た
だ
い
て
い
る
方
の
う
ち
、　

月
１０

よ
り
年
金
か
ら
の
保
険
料
天
引
き

が
始
ま
る
方
に
は
、通
知
書
の「
通

知
理
由
」欄
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
８
月
・
９
月
分
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

税
制
改
正
に
伴
う 

保
険
料
激
変
緩
和
措
置

　
　

年
度
税
制
改
正
（
高
齢
者
の

１７
非
課
税
限
度
額
廃
止
）
に
伴
い
、

保
険
料
段
階
が
上
昇
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
の
保
険
料
を
引
き
下
げ

る
経
過
措
置
は
、　

年
度
ま
で
実

１９

施
さ
れ
ま
す
。該
当
す
る
方
に
は
、

通
知
書
の
「
通
知
理
由
」
欄
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

納
入
通
知
書
別
の 

保
険
料
の
納
め
方

▽
「　

年
度
介
護
保
険
料
納
入
通

１９
知
書
」
だ
け
が
届
い
た
方

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

方
ま
た
は
口
座
振
替
を
し
て
い
る

方
で
す
。
直
接
、
保
険
料
を
お
支

払
い
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▽
「
杉
並
区
介
護
保
険
料
納
付
書

兼
領
収
証
書
」
が
同
封
さ
れ
て

い
る
方

　

納
付
書
で
、
区
や
金
融
機
関
な

ど
の
窓
口
で
保
険
料
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

※
お
支
払
い
に
便
利
な
口
座
振
替

の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

保
険
料
の
未
払
い
が
あ
る
と
、

給
付
制
限
（
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
い

っ
た
ん
全
額
支
払
っ
て
い
た
だ

く
、
一
時
的
に
保
険
給
付
分
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
差
し
止
め
ら
れ

る
、
通
常
一
割
の
利
用
者
負
担
額

が
三
割
に
な
る
な
ど
）
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

８６９の全事務事業を対象８６９の全事務事業を対象にに
提案を募集していま提案を募集していますす

 介護保険課問
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捌
新
一
年
生
対
象 

学
校
希
望
制
度

　

区
は
、
魅
力
あ
る
教
育
活
動
の
実

現
と
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
保
護
者
や
子
ど
も
が
住
所
地

の
学
校
に
隣
接
す
る
学
校
を
希
望
で

き
る
学
校
希
望
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。７
月
上
旬
に
区
内
の
幼
稚
園
・

保
育
園
と
区
立
小
学
校
に
在
籍
す
る

新
入
学
予
定
の
方
に
、
学
校
や
園
を

通
じ
て
希
望
制
度
の
お
知
ら
せ
を
配

付
し
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
、
区
民

事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
児

童
館
、
保
育
園
、幼
稚
園
、地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
配
付
し
ま
す
。

　

学
校
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
学

校
や
通
学
路
を
十
分
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
学
校
の
情
報
は
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
接
続

で
き
ま
す
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
情
報
を
ま
と
め
た
冊

子
「
学
校
紹
介
」
を
、
８
月
上
旬
か

ら
図
書
館
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、

駅
前
事
務
所
、
児
童
館
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
設
置
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
る
家

庭
に
は
、
９
月
上
旬
に
詳
し
い
お
知

ら
せ
や
申
請
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

　
 

学
務
課
学
事
係

◇
就
学
時
健
康
診
断
（
小
学
校
入
学

予
定
者
）

　

入
学
予
定
者
に
は
、　

月
中
旬
に
、

１０

「
就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
」

を
保
護
者
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

　
 

学
務
課
保
健
給
食
係

杉
並
児
童
交
通
公
園 

（
成
田
西
１
們　

們　

）の 

２２

１３

利
用
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

信
号
機
や
踏
切
の
あ
る
園
路
を
自

転
車
や
ゴ
ー
カ
ー
ト
で
走
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
遊
び
な
が
ら
交
通
ル
ー

ル
が
学
べ
る
公
園
で
す
。

　
 

延
長
期
間
＝
７
月　

日
㈮
〜
８

２０

月　

日
㈮
▽
利
用
時
間
＝
午
前
９
時

３１
〜
午
後
５
時　

分 

杉
並
児
童
交
通

３０

公
園
管
理
事
務
所
緯
３
３
１
５
倆
４

５
６
４ 

車
で
の
来
園
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

ア
ニ
メ
制
作
体
験
を 

指
導
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ア
ニ
メ
制
作
体
験
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
指
導
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

　
 

応
募
資
格
＝
ア
ニ
メ
制
作
経
験

者
（
元
ア
ニ
メ
制
作
会
社
勤
務
、
元

ア
ニ
メ
ー
タ
ー
な
ど
）
▽
募
集
人
数

＝
若
干
名
▽
活
動
場
所
＝
杉
並
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

杉
並

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.sa

m
.o
r.jp
/

か
ら
申
込
書
を
取
り
出

し
、
郵
送
で
７
月　

日
（
必
着
）
ま

３１

で
に
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
〒　

倆
０

１６７

問問内

問

他

内

申

HP

０
４
３
上
荻
３
們　

們
５
杉
並
会
館

２９

四
階
）
へ 

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
緯
３

３
９
６
倆
１
５
１
０

病
児
保
育
室
を
運
営
す
る 

医
療
機
関
な
ど

　

区
は
、　

年
度
中
に
保
育
所
な
ど

１９

を
利
用
す
る
保
護
者
の
子
育
て
と
就

労
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
の
「
病

児
保
育
室
」
を
設
置
・
運
営
す
る
医

療
機
関
ま
た
は
事
業
者
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。
設
置
・
運
営
を
す
る
医
療

機
関
ま
た
は
事
業
者
な
ど
に
は
、
病

児
保
育
室
の
開
設
準
備
費
の
一
部
を

補
助
し
運
営
を
委
託
し
ま
す
。

　

病
児
保
育
室
と
は
、
入
院
の
必
要

は
な
い
が
、
い
ま
だ
病
気
の
回
復
期

に
至
ら
な
い
、
症
状
安
定
期
の
乳
幼

児
を
医
師
の
管
理
の
基
に
保
育
看
護

す
る
施
設
で
あ
り
、保
育
室
の
ほ
か
、

感
染
防
止
の
た
め
の
配
慮
や
隔
離
室

が
設
置
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　
 

病
児
保
育
室
の
運
営
が
で
き
る

医
療
機
関
ま
た
は
事
業
者
な
ど
▽
対

象
地
域
＝
杉
並
区
内
沿
線
の
各
駅
か

ら
徒
歩
五
分
程
度
の
地
域 

公
募
期

間
＝
７
月　

日
㈮
〜
８
月　

日
㈮
。

１３

３１

詳
細
は
、
７
月　

日
か
ら
保
育
課
事

１３

業
者
公
募
担
当（
区
役
所
東
棟
三
階
）

で
配
付
す
る
公
募
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
公
募
要
項
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

◇
公
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
 

７
月　

日
㈭
午
前　

時 

区
役

１９

１０

所
第
七
会
議
室
（
西
棟
六
階
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

保
育
課
事
業
者
公
募
担
当

捌
す
ぎ
の
き
生
活
園 

看
護
師
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

重
度
知
的
障
害
者
の
健
康
管
理

な
ど
▽
勤
務
期
間
＝　

月
１
日
㈪
〜

１０

　

年
３
月　

日
㈪
（
最
長
六
カ
月
）

２０

３１

▽
勤
務
日
な
ど
＝
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分
（
月

３０

３０

問

対

申

時

場
費

申問内

二
〇
日
以
内
）
▽
日
給
＝
一
万
七
〇

〇
円
（
交
通
費
支
給
な
し
） 

看
護

師
の
資
格
を
持
つ　

歳
く
ら
い
ま
で

６５

の
方 

一
名 

履
歴
書
を
、
７
月　
３１

日
ま
で
に
す
ぎ
の
き
生
活
園（
〒　
倆
１６７

０
０
２
１
井
草
３
們　

們　

）
へ
郵

１８

１４

送
ま
た
は
持
参 

同
園
緯
３
３
９
９

倆
８
９
５
３

折
り
畳
み
式 

ご
み
収
集
ボ
ッ
ク
ス

　

ご
み
集
積
所
の
カ
ラ
ス
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
 

左
表
の
と
お
り 

利
用
者
で
集

積
所
の
管
理
が
き
ち
ん
と
で
き
、
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
も
交
通
や
収
集

作
業
に
影
響
が
無
い
集
積
所 

大
・

小
あ
わ
せ
て
一
一
〇
台
程
度
（
一
集

積
所
あ
た
り
一
台
。
既
に
区
が
配
布

し
た
集
積
所
は
除
く
。
抽
選
） 

集

積
所
の
代
表
者
が
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入
例

参
照
）
に
日
中
の
連
絡
先
と
希
望
す

る
ボ
ッ
ク
ス
の
大
き
さ
「
大
」
ま
た

は
「
小
」
も
書
い
て
、
７
月　

日
２３

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
清
掃
管
理
課

清
掃
計
画
係
へ 

同
係

対

定

申
問

内

対

定
申

問

　

他
の
利
用
者
や
近
隣
へ
の
迷
惑
、

危
険
を
防
ぐ
た
め
、
利
用
マ
ナ
ー
と

ル
ー
ル
を
守
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
憩
い
の
場
と
し
て
、
み
ん
な
が

楽
し
く
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
公

園
に
し
ま
し
ょ
う
。

猿
早
朝
・
夜
間
は
静
か
に

　

早
朝
・
夜
間
の
サ
ッ
カ
ー
や
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
の
練
習
は
、
振
動
・
騒
音
を
伴

い
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見

の
中
で
、
公
園
利
用
者
の
話
し
声
が

あ
り
ま
す
。
就
寝
中
の
方
の
た
め
に

夜
間
は
も
ち
ろ
ん
早
朝
利
用
の
方
も

静
か
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

猿
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

猿
自
転
車
・
バ
イ
ク
置
き
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん

猿
花
火
は
許
可
が
必
要
で
す

　

打
ち
上
げ
花
火
や
音
の
出
る
花
火

は
禁
止
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
み
ど

り
公
園
課
公
園
利
用
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

猿
流
れ
（
小
川
）
で
の
水
遊
び

　

夏
休
み
期
間
を
中
心
に
、
公
園
の

流
れ
に
水
を
流
し
ま
す
。

①
幼
児
に
は
、
必
ず
保
護
者
が
付
添

っ
て
く
だ
さ
い
。

②
水
は
消
毒
し
て
い
ま
す
が
、
飲
ま

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
足
の
ケ
ガ
を
防
止
す
る
た
め
、
履

物
を
履
い
て
く
だ
さ
い
。

猿
犬
を
連
れ
て
利
用
で
き
る
公
園

　

現
在
、
犬
を
連
れ
て
利
用
で
き
る

公
園
は
、
区
立
の
井
草
森
・
馬
橋
・

蚕
糸
の
森
・
塚
山
・
柏
の
宮
の
五
カ

所
と
都
立
の
和
田
堀
公
園
・
善
福
寺

川
緑
地
・
善
福
寺
公
園
の
三
カ
所
だ

け
で
す
。
こ
れ
ら
の
公
園
を
利
用
す

る
時
は
、
必
ず
、
短
い
引
き
綱
（
リ

ー
ド
）
を
つ
け
る
、
フ
ン
を
持
ち
帰

る
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
し
な
い
、
水

道
の
蛇
口
か
ら
直
接
水
を
飲
ま
せ
な

い
、
水
遊
び
場
や
花
壇
に
入
れ
な
い

な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

猿
そ
の
他

　

子
ど
も
会
や
町
会
・
学
校
・
幼
稚

園
・
保
育
園
な
ど
で
団
体
利
用
す
る

場
合
、
公
園
占
用
許
可
申
請
の
手
続

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
公
園
の
中
で

営
業
行
為
を
す
る
こ
と
は
、
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
 

み
ど
り
公
園
課

問

〈区立小・中学校と幼稚園プール開放〉
開放期間小学校

８月８日㈬～１９日㈰杉並第四●
８月６日㈪～１７日㈮桃井第二
８月３日㈮～１４日㈫大宮●
８月１５日㈬～２６日㈰堀之内●
７月３１日㈫～８月１１日㈯八成●
８月１０日㈮～２１日㈫永福南●

開放期間中学校
８月２日㈭～１６日㈭阿佐ケ谷（昼）●
８月２日㈭～１６日㈭阿佐ケ谷（夜）●☆ ８月２０日㈪～２４日㈮
８月８日㈬～１９日㈰東田
７月３０日㈪～８月１０日㈮松渓
８月５日㈰～１６日㈭天沼
７月３０日㈪～８月１０日㈮中瀬
８月１４日㈫～２５日㈯井荻●
７月２４日㈫～８月４日㈯荻窪
８月１３日㈪～２４日㈮神明
８月９日㈭～２０日㈪宮前●
８月１５日㈬～２６日㈰向陽
８月８日㈬～１９日㈰和田●
７月２４日㈫～８月４日㈯和泉●

※①開放時間＝午前９時３０分～正午、午後１時～
４時（最終日は３時３０分）。阿佐ケ谷中（夜）は、
午後５時３０分～８時３０分（最終日は８時）②●
は、屋上プール。☆は、夜間プール。

開放期間幼稚園

７月２０日㈮～８月７日㈫
下高井戸
高井戸西
堀ノ内

７月２５日㈬～８月１０日㈮成田西
※開放時間＝午前９時３０分～正午。土・日曜日は
休み。

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

小
・

中
学
校
プ
ー
ル
＝
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
。小
学
三
年
生
以
下

は　

歳
以
上
の
水
着
を
着
用
し
た

１６
保
護
者
の
付
添
い
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
夜
間
プ
ー
ル
の
午
後
６
時

　

分
以
降
は
四
年
生
以
上
の
小
学

３０生
で
も
付
添
い
が
な
い
と
利
用
で

時

場

対

き
ま
せ
ん
。
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
を
着
用
し
て
泳
い
で
く
だ
さ
い

▽
幼
稚
園
プ
ー
ル
＝
就
学
前
の
お

子
さ
ん
（　

歳
以
上
の
付
添
い
が

１８

必
要
で
す
）
／
い
ず
れ
も
付
添
い

は
、
一
人
で
原
則
、
二
名
ま
で 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
学
校
開
放

担
当 

①
自
動
車
・
自
転
車
で
の 問

他

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
②
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど
に
よ
っ

て
プ
ー
ル
開
放
時
間
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

審議会等のお知らせ
都市計画審議会審議会名
７月２７日㈮午後２時～４時日　時
区役所中棟５階第３、４委員会室場　所

①荻窪団地の建替え計画について
の報告②阿佐ケ谷住宅の建替え計
画についての報告

主な内容

都市計画課都市計画担当問合せ
※日時は変更する場合があります。

〈折り畳み式ごみ収集ボックス〉

重さ
（㎏）

容量
（ℓ）

奥行
（cm）

高さ
（cm）

幅
（cm）

種
類

１２．２７１０６０６６１８０大

８．７４８０６０６６１２０小

公
園
は
地
域
の
財
産

利
用
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ

公
園
は
地
域
の
財
産　

利
用
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
うう

区
立
小
・
中
学
校
と
幼
稚
園
プ
ー
ル
を
無
料
開
放

▲折り畳み式ごみ収集ボックス
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大
田
黒
公
園
「
納
涼
の
夕
べ
」

　

大
田
黒
公
園
は
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

や
ス
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
を
初
め
て
日

本
に
紹
介
し
た
音
楽
評
論
家
・
大
田

黒
元
雄
氏
の
屋
敷
跡
を
日
本
庭
園
と

し
て
整
備
し
た
公
園
で
す
。
７
月　
２７

日
㈮
・　

日
㈯
、
８
月
３
日
㈮
・
４
日

２８

㈯
は
、
開
園
時
間
を
午
前
９
時
〜
午

後
８
時
（
入
園
は
７
時　

分
ま
で
）

３０

に
延
長
し
、「
納
涼
の
夕
べ
」
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
７
月　

日
㈮
〜
８

２７

月　

日
㈰
に
は
、
杉
並
野
草
の
会
に

２６
よ
る「
サ
ギ
ソ
ウ
」の
展
示
を
行
い
ま

す
。
な
お
、駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
紙
芝
居

　
 

７
月　

日
㈮
、
８
月
３
日
㈮
午

２７

後
６
時
、
６
時　

分
（
各
一
五
分
）

４５

◇
親
子
で
花
火
（
雨
天
中
止
）

　
 

７
月　

日
㈮
、
８
月
３
日
㈮
・

２７

４
日
㈯
午
後
６
時　

分
か
ら
受
付 

３０

幼
児
、
小
学
校
低
学
年
の
親
子 

四

〇
組
（
先
着
順
） 

二
〇
〇
円
（
手

持
ち
花
火
一
セ
ッ
ト
）

◇
文
化 
箏 
コ
ン
サ
ー
ト

こ
と

　
 

７
月　

日
㈯
午
後
６
時
、
７
時

２８

（
各
三
〇
分
） 

演
奏
＝
文
化
箏
音

楽
振
興
会
師
範
・
増
渕
喜
子
ほ
か

◇
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

　
 

８
月
４
日
㈯
午
後
６
時
、
７
時

（
各
三
〇
分
） 

演
奏
＝
全
日
本
ハ

ー
モ
ニ
カ
連
盟
常
任
理
事
・
芝
貞
幸
、

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
ほ
か

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

大
田
黒
公
園
（
荻
窪
３
們　

們
３３

　

） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

み
ど

１２
時時

対
定

費

時

内

時

内

場
申

問

り
公
園
課
公
園
利
用
係
／
当
日
は
大

田
黒
公
園
管
理
事
務
所
緯
３
３
９
８

倆
５
８
１
４

吾
妻
の
朝
市

　
 

７
月　

日
㈭
午
前　

時
〜
午
後

２６

１０

１
時
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
。
雨
天

実
施
／
区
後
援
） 

区
役
所
中
杉
通

り
側
入
口
前 

生
し
い
た
け
・
ほ
う

れ
ん
草
・
小
松
菜
・
レ
タ
ス
類
・
水
菜
・

ね
ぎ
・
春
菊
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
大
根
・

ニ
ラ
・
み
ょ
う
が
・
い
ん
げ
ん
・
三

つ
葉
な
ど
の
新
鮮
野
菜
・
果
実
と
農

産
加
工
品
（
育
成
状
況
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
あ
り
） 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

文
化
・
交
流
課
交
流
推
進

担
当 

マ
イ
バ
ッ
グ
（
買
い
物
袋
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

み
ん
な
で
省
エ
ネ
外

　

地
球
温
暖
化
が
進
行
し
て
い
る

中
、
あ
な
た
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
省

エ
ネ
行
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
㈫
午
前　

時
〜
午
後

２４

１０

３
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪

５
們　

們　

） 

無
料 

当
日
、
直

１５

１３

接
会
場
へ 

す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル

く
ら
ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
・
寺
田
緯
・

胃
３
２
２
３
倆
７
３
６
７

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

①
古
布
か
ら
ぞ
う
り
作
り

　
 

８
月
３
日
㈮
・　

日
㈮
午
後
１

１０

時　

分
〜
３
時　

分
（
計
二
回
） 

３０

３０

一
〇
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇
円

②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
サ
イ
ク

in

ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

時

場

内

申

問
他

時
場

費

申

問

時

定

費

　
 

８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
午
前　
１０

時
〜
午
後
２
時 

募
集
区
画
＝
各
日

共
一
四
区
画
（
抽
選
） 

区
内
在
住
・

在
勤
の
方
（
業
者
出
店
不
可
） 

一

区
画
一
〇
〇
〇
円 

車
で
の
搬
出

入
・
来
場
は
で
き
ま
せ
ん

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に
②

は
参
加
希
望
日
も
書
い
て
、
７
月　
１９

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ

ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

倆
０
０
７
２
高

１６８

井
戸
東
３
們
７
們
４
）
へ 

同
ひ
ろ

ば
緯
３
３
３
１
倆
４
３
６
０
（
水
・

木
曜
日
休
館
）

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

◇
か
ん
き
ょ
う
講
演
会

　

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
を
考
え
る
」

　
 

７
月　

日
㈮
午
前　

時
〜
正
午

２７

１０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪 

区
清
掃
管

理
課
長 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

三
〇
名 

無
料 

電
話
で
、

同
館
へ
（
先
着
順
）

◇
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
を
作
っ

て
遊
ぼ
う
外

　
 

７
月　

日
㈮
午
前　

時
〜
正
午

２７

１０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪 

区
内
在

住
・
在
学
の
小
学
四
年
生
以
上
の
方

 

二
〇
名 

三
〇
〇
円
（
材
料
費
）

 

電
話
で
、
同
館
へ
（
先
着
順
）

◇
親
子
で
古
布
か
ら
ぞ
う
り
作
り

　
 

７
月　

日
㈯
午
前　

時
〜
午
後

２８

１０

３
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪 

３０

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
三
年
生
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

一
〇

時

内

対

費

他

場

申

問

時
場

師

対
定

費

申

時
場

対

定

費

申
時

場

対

定

組
二
〇
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇
円

（
一
足
分
の
材
料
費
） 

往
復
ハ
ガ

キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、
７
月　

日
１９

ま
で
に
同
館
へ

◇
善
福
寺
川
探
検

　
 

・ 

①
７
月　

日
㈫
＝
善
福
寺

３１

川
の
川
調
べ
②
８
月
２
日
㈭
＝
ま
と

め
／
い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜
正

３０

午
（
計
二
回
） 

①
都
立
和
田
堀
公

園
▽
集
合
場
所
＝
善
福
寺
川
宮
下
橋

付
近
（
大
宮
２
們　

）
②
松
ノ
木
小

２６

学
校
（
松
ノ
木
１
們
２
們　

） 

区

２６

内
在
住
・
在
学
で
小
学
三
年
生
以
上

の
方
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

二
〇
名 

一
〇
〇
円
（
保
険
料
） 

電
話
で
、
同
館
へ
（
先
着
順
）

◇
セ
ミ
の
羽
化
を
観
察
し
よ
う

　
 

７
月　

日
㈫
午
後
６
時　

分
〜

３１

３０

８
時　

分
（
雨
天
の
場
合
は
８
月
２

３０

日
㈭
に
順
延
） 

都
立
善
福
寺
川
緑

地
▽
集
合
場
所
＝
善
福
寺
川
成
園
橋

付
近
（
成
田
東
２
們
７
） 

区
内
在

住
・
在
学
の
５
歳
以
上
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
） 

四
〇
名 

一
〇
〇
円（
保

険
料
） 

電
話
で
、同
館
へ（
先
着
順
）

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館（
〒　
倆
１６７

０
０
５
１
荻
窪
５
們　

們　

あ
ん
さ

１５

１３

ん
ぶ
る
荻
窪
緯
３
３
９
８
倆
３
１
９

１
）

捌
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室 

今
な
ら
間
に
合
う 

生
活
習
慣
病
予
防

　
 

・ 

８
月
２
日
㈭
＝
検
査
値
の

見
方
、
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
な
ど
▽

９
日
㈭
＝
食
事
の
改
善
指
導
▽　

日
１６

㈭
＝
運
動
の
効
果
、
歯
の
健
康
指
導

／
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午 

高

１０

井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

們　

們
３
） 
　

年
度
区
民
健
診
要

２０

１９

指
導
者 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高

費申

時

内

場

対
定

費

申

時

場

対

定

費

申

問時

内

場

対

費

申

問

井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
３
４
倆

４
３
０
４
へ 

健
康
手
帳
・
健
診
結

果
票
・
筆
記
用
具
、
運
動
の
日
は
運

動
の
し
や
す
い
服
と
靴
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

夏
休
み
体
験
教
室

◇
お
気
に
入
り
の
ハ
ガ
キ
作
り
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
外

　
 

７
月　

日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

２７

 

昔
の
知
恵
を
い
か
す
会 

区
内
在

住
で
小
学
四
年
生
以
上
の
方 

二
〇

名 

無
料

◇
ジ
ュ
ー
ス
作
り
と
着
色
料
・
糖
度

の
実
験
し
て
み
よ
う
外

　
 

８
月
２
日
㈭
午
後
１
時　

分
〜

３０

４
時 

区
内
在
住
で
小
学
三
年
生
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

一
六

組 

無
料

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５

們　

們　

） 

・ 

電
話
で
、
７
月

１５

１３

　

日
ま
で
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
緯
３

２３３
９
８
倆
３
１
４
１
へ
（
先
着
順
）

親
子
科
学
教
室 

們
動
く
ミ
ニ
観
覧
車
を
つ
く
ろ
う

　
 

８
月　

日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

１８

 

科
学
館 

科
学
館
指
導
員 

区
内

在
住
・
在
学
で
小
学
四
年
生
以
上
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

二
〇
組
四

〇
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇
円
（
材
料

費
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

で
、
７
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
科

２５

学
館
（
〒　

倆
０
０
３
３
清
水
３
們

１６７

３
們　

）へ 

科
学
館
緯
３
３
９
６
倆

１３

４
３
９
１

高
齢
者
虐
待
防
止
と
支
援 

們
き
ま
じ
め
介
護
の
落
と
し
穴

　
 

７
月　

日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

３０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
們

　

們　

） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
高
齢

１５

１３

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
・

梶
川
義
人 

高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
る
方
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方 

五

他

時
師

対
定

費時
対

定

費場

申

問

時
場

師

対

定

費

申

問

時
場

師対

定

〇
名 

無
料 
・ 

電
話
で
、介
護
予

防
課
高
齢
者
福
祉
係
へ（
先
着
順
） 

８
月　

日
㈫
に
高
井
戸
、　

日
㈬
に

１４

２２

阿
佐
谷
で
同
様
の
講
座
を
開
催
予
定

捌
郷
土
史
講
座 

中
央
線
と
杉
並
の
も
の
が
た
り

　
 

・ 

・ 

①
７
月　

日
㈯
午
後

２８

２
時
〜
４
時
＝
「
杉
並
〜
中
央
線
沿

線
の
ま
ち
」（
三
善
里
沙
子
）
②
８
月

５
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時
＝
「
甲
武

鉄
道
か
ら
中
央
線
へ
〜
変
わ
る
杉
並

費

申

問

他

時

内

師

と
鉄
道
」（
青
木
栄
一
）
③　

日
㈰
午

２６

後
１
時　

分
〜
４
時
＝
「
ペ
ー
パ
ー

３０

ク
ラ
フ
ト
で
中
央
線
を
作
ろ
う
！
」

（
三
浦
真
） 

郷
土
博
物
館
（
大
宮

１
們　

們
８
） 

③
は
高
校
生
以
上

２０

の
方 

①
②
各
六
〇
名
③
二
〇
名

（
い
ず
れ
も
先
着
順
） 

一
〇
〇
円

（
観
覧
料
。
中
学
生
以
下
無
料
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

郷
土
博
物
館

緯
３
３
１
７
倆
０
８
４
１ 

７
月　
２１

日
㈯
〜
９
月　

日
休
は
館
内
に
中
央

２４

線
の
写
真
を
展
示
し
ま
す

場
対

定

費

申

問

他

〈夏休み子ども教室inリサイクルひろば高井戸（７月・８月）〉
申込方法対象・定員費用日　時講習会名

電話で、
先着順

小学４年生
以上の親子
６組１２名

３００円７月２８日㈯
午後１時～４時

親子で大工さ
んに習おう～
廃材から巣箱

当日、
直接会
場へ

小学３年生
以上の親子
５組１０名

無料
８月３日㈮
午前１０時３０分～

正午

親子で廃油（て
んぷら油）から
の石けん作り

小学３年生
以上の親子
５組１０名

１個
１００円

８月４日㈯
午前１０時３０分～
午後３時３０分

親子でアクリ
ルたわし作り

電話で、
先着順

５歳以上２０
名（小学３年
生以下は保
護者同伴）

２００円
８月１２日㈰
午前１０時３０分～
午後０時３０分

ラップの芯で
万華鏡作り

親子１０組２０
名

部品代
は実費

８月１９日㈰
午後１時～４時
（受付は３時ま
で）

おもちゃのク
リニック（おも
ちゃの修理見
学）
※申し込み・問い合わせは、同ひろば（高井戸東３崖７崖４緯３３３１崖４３６０
〈水・木曜日休館〉）へ。定員に満たないときは中止となる場合があり
ます。

〈ゆうゆう館（旧敬老会館）の催し〉
費用日　時内容などゆうゆう館名

１日
５００円
（茶菓代
含む）

７月２９日㈰、８
月５日㈰、９月
２日㈰・２３日㈰・
３０日㈰、１０月７
日㈰午後１時３０
分～４時

高円寺亭たら
好師匠と皆で
「落語で遊ぼ
う」

馬橋館
（高円寺南３
崖１６崖１４緯・
胃３３１５崖１２４９）

１回
１０００円

８月４日～２５日
の毎週土曜日午
前９時３０分～正
午（計４回）

シニアのため
のパソコン入
門講座①

西田館
（荻窪１崖５７崖４
緯・胃３３９１崖
８７４７）

５００円８月１４日㈫午後
６時３０分～８時

戦後の歴史を
語り合うサロ
ン

荻窪東館（荻窪
４崖２３崖１２緯・胃
３３９８崖８７３８）

５００円
７月３０日㈪午後
１時３０分～３時
３０分

スケッチを楽
しもう！～花
や野菜をテー
マに

上荻窪館
（上荻３崖１６崖６
緯・胃３３９５崖
１６６７）

５００円
（材料費）

８月１２日㈰
午前１０時～正午

ふれあいサー
クル～ビーズ
帽子止め

方南館（方南１
崖５１崖７緯・胃
３３２４崖１１７１）
※申し込み、問い合わせは、各ゆうゆう館へ。
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区の後援・その他の
催し・講座など

捌区民体育祭秋季大会
◇バスケットボール
　 ８月２６日㈰～１１月３日㈷の日曜日、祝日、午前９
時～午後９時（うち９日間） 区内体育館 区内在住・
在勤・在学の方で編成されたチーム（学連登録チーム
と高校生以下は除く） １チーム２０００円（代表者会議
の時に集めます） ハガキにチーム名、男女の別、代
表者の氏名・住所・電話番号、ユニホームの色を書い
て、７月３１日（必着）までに区バスケットボール連盟・
鐘尾勉（〒１６７崖００３２天沼２崖３７崖３）へ 同連盟・鐘
尾緯３３９８崖７０４４ 代表者会議を８月８日㈬午後６時３０
分から荻窪体育館（荻窪３崖４７崖２）で行います（全
チーム出席してください）。車での来場はご遠慮くださ
い
捌区民体育祭秋季大会
◇バドミントン（中学生の部）
　 ８月２３日㈭・２６日㈰午前９時～ 上井草スポーツ
センター（上井草３崖３４崖１）、荻窪体育館（荻窪３崖
４７崖２） 種目＝１部＝男女単･複渇２部＝１年生の男
女単 区内在住・在学の中学生 単４００円・複８００円。
郵便局「００１３０崖８崖７２４１１７杉並区バドミントン連盟」
へ振り込み 申込書（区体育施設にあり）と振替受領
書のコピーを、７月２３日（必着）までに区バドミント
ン連盟・宇田川孝（〒１６６崖００１５成田東４崖３８崖２０ミカ
ドスポーツ内）へ郵送 同連盟・宇田川緯３３１３崖８５５１（午
前１０時３０分～午後５時）

時
場 対

費
申

問
他

時 場

内
対 費

申

問

捌ジュニア育成地域推進事業
　区ジュニア育成弓道講習会
　 ７月１６日～８月２７日の毎週月曜日、午後１時～５
時（計７回） 上井草スポーツセンター弓道場（上井
草３崖３４崖１） ・ ５回以上参加できる小学生～高
校生各５名（抽選） 小中学生１０００円、高校生２０００円（保
険料など。当日集めます） ・ 電話、ファクスまた
はＥメール（４面記入例参照）に性別と学年も書いて、
７月１５日正午までに区弓道連盟・曽根緯・胃５３１０崖６１９１
死sugi10yumi@kfz.biglobe.ne.jpへ 当日連絡な
く欠席した場合は受講を取り消し、１６日午後７時まで
に次点の方に連絡します
捌サッカースクール夏休み短期集中レッスン
　元Ｊリーガーまたは有資格者が指導する、目的とレ
ベルに応じた少人数レッスンです。
　 ８月２７日㈪～３０日㈭午後４時～７時２０分のうち１
時間（クラスによって異なります） 上井草スポーツ
センター（上井草３崖３４崖１） ストライカー養成講
座①②、ベーシックスキル習得講座①②③、ドリブル
熟読講座（各計４回。６講座） 小学校低学年（１～
３年生）、高学年（４～６年生） 各１０名 １万４８００
円。非会員は別途保険料 ・ 電話で、上井草スポー
ツセンター内ＴＰＦＣ事務局緯５７７１崖００４８へ
捌スイミング短期教室＆リトルスイミング体験会
◇キッズスイマー（３歳園児〜未就学児）・ジュニアス
　イマー（小学生）短期教室
　 ①７月２３日㈪～２６日㈭②７月３０日㈪～８月２日㈭
③８月６日㈪～９日㈭④８月２０日㈪～２３日㈭／時間
は、キッズ＝午前１０時３０分～１１時３０分、ジュニア＝午
前９時～１０時 キッズ５０名、ジュニア６０名 ６３００円
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◇リトルスイミング２日間体験会
　 ８月３日㈮・１０日㈮・２４日㈮・３１日㈮のうち２日
間／時間は午前１０時３０分～１１時３０分 オムツがとれて
いる２歳６カ月～４歳未就学児 １０名 ２１００円

害害〈いずれも〉害害
　 上井草スポーツセンター（上井草３崖３４崖１） ・ 
電話または直接、同センター総合受付緯３３９０崖５７０７へ
捌ソフトバレーボール＆インディアカ合同体験教室
　 ８月４日㈯・１８日㈯午前９時～午後１時 上井草
スポーツセンター（上井草３崖３４崖１） 初心者体験
から愛好者まで 小学３年生以上の方 ソフトバレ
ーボール３０名（うち親子５組）、インディアカ３０名 １
人１０００円（親子は１５００円） ・ ７月２０日までに、各
団体（区ソフトバレーボール連盟・亀山緯・胃５９３８崖
８３３１、区インディアカ協会・武石緯・胃３３９９崖５８７９）へ
捌障害者のためのわいわいスポーツ教室（プール）
　 ９月８日㈯午前９時３０分～１１時３０分 上井草ス
ポーツセンター温水プール（上井草３崖３４崖１） 区内在
住・在勤・在学の１５歳以上で障害の程度の重い方 ３０名
（抽選） 無料 申込書（社会教育スポーツ課〈区役所
東棟６階〉、福祉事務所、区体育施設にあり）を、７月２７
日（必着）までに社会教育スポーツ課へ郵送または持参
 同課 一般の交通機関の利用が困難な方はリフト
付きバスの送迎が利用可。当日のボランティア募集中

時
対

定 費

場 申 問

時 場
内

対 定
費

申 問

時 場
対
定

費 申

問 他

競技大会

スポーツ教室

★若手あとおし落語会「桂才紫・神田京子の会」
　 ７月２１日㈯午後２時開演（１時３０分開場） 勤労
福祉会館（桃井４崖３崖２） ７０名 １人８００円、ペ
ア１５００円（いずれも当日券のみ。会員割引なし） 当
日、直接会場へ 杉並区文化協会緯５３４７崖４３６６
★トリプルデュオコンサート〜デュオ３組が贈る「ホ
ットな宵」
　 ８月３日㈮午後５時３０分開演（５時開場） 杉並
公会堂大ホール（上荻１崖２３崖１５） 出演＝石場直子・
馬場祥子（ピアノ）、原田圭（バリトン）、浅野久江（フ
ルート）ほか渇曲目＝ショパン「２台のためのロンド」、
ビゼー「闘牛士の歌」ほか 前売３０００円、当日３５００円（全
席自由） チケット発売窓口＝①杉並区文化協会緯
５３４７崖４３６６②区役所１階「コミュかるショップ」③地
域区民センター④杉並公会堂⑤杉並区文化協会ウェブ
予約 http://www.sugibun.com/※②③④は窓口
販売のみ。各営業時間はお問い合わせください スタ
ジオ・デュオ緯３３１０崖０４５１
★クラシック音楽祭
　 ７月２７日㈮午後７時開演（６時４０分開場） 杉並
公会堂小ホール（上荻１崖２３崖１５） 出演・曲目＝石
川ゆみこ＝リスト「ため息」、山川みどり＝ショパン
「軍隊ポロネーズ」ほか 前売９００円、当日１２００円（全
席自由） チケット発売窓口＝①杉並区文化協会緯
５３４７崖４３６６②区役所１階「コミュかるショップ」③地
域区民センター④杉並公会堂⑤杉並区文化協会ウェブ
予約 http://www.sugibun.com/※②③④は窓口
販売のみ。各営業時間はお問い合わせください 音楽
友の会・長谷部緯３３９３崖３５８２
★女性作曲家音楽祭２００７
　 室内楽・器楽コンサート＝８月６日㈪・７日㈫・
１０日㈮（午後・夜の２公演）渇ピアノ曲マラソン・コ
ンサート＝８月８日㈬・９日㈭（午前・午後・夜の３
公演）※開演時間はお問い合わせください 杉並公会
堂小ホール（上荻１崖２３崖１５） 出演＝小山実稚恵、
高橋多佳子ほか １０００円～４０００円 ・ 電話で、知ら
れざる作品を広める会緯３３３１崖４０１０へ
★さざんかシティウィンズコンサート２００７
　 ７月２９日㈰午後２時開演（１時１５分開場） 杉並
公会堂大ホール（上荻１崖２３崖１５） 出演＝鈴木隆宗
（指揮）、さざんかシティウィンズ（楽団）渇曲目＝チ
ャイコフスキー「スラブ行進曲」、「美女と野獣」、「キ
ャッツ・メドレー」ほか 無料 当日、直接会場へ 
さざんかシティウィンズ緯０９０崖１７９８崖６２０４
★モーツァルトとフォーレ「２大レクイエム演奏会」
　 ９月３０日㈰午後２時３０分開演 杉並公会堂大ホ
ール（上荻１崖２３崖１５） 指揮＝ユルゲン・ヘンシェ
ン（ハンブルク・アンドレアス教会音楽監督）渇出演
＝須崎由起子、春日成子、小貫岩夫、小松英典、アン
サンブルofトウキョウ、杉並区民オラトリオ合唱団、
東京ハウプトコーア Ｓ席５０００円、Ａ席４０００円（全席
指定） チケット発売窓口＝①杉並区文化協会緯５３４７崖
４３６６②区役所１階「コミュかるショップ」③地域区民
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センター④杉並公会堂⑤杉並区文化協会ウェブ予約 
http://www.sugibun.com/ 杉並区民オラトリオ
合唱団事務局☎３３９８崖３５１７
★善福寺公園親子観察会
　 ７月２１日㈯午前１０時（集合）～正午 集合＝都立
善福寺公園バス停 昆虫の観察と解説 東京大学総
合研究博物館・須田孫七 区内在住の親子または家族
（小学生は保護者同伴） ２０組 １組３００円 ・ 電話
で、善福寺水と緑の会緯３３９６崖２８１８へ（先着順）
★林と畑の生き物しらべ〜夏休み自由研究
　 ７月２２日㈰午前１０時（集合）～午後２時 集合＝
都立善福寺公園善福寺池ボート場前→善福寺池周辺の
屋敷林と畑 小学生以上の方（幼児は保護者同伴。大人
のみの参加も可） ５０名 ５００円（軽食付） ・ 電話
で、生活クラブ運動グループ地域協議会緯５３７７崖１０７０へ
★「ＪＩＣＡ地球ひろば」に行こう！
　 ７月２８日㈯午前１０時（ＪＩＣＡ地球ひろば正面玄
関前集合。現地解散） ＪＩＣＡ地球ひろば（渋谷区
広尾４崖２崖２４） 館内見学（テーマ＝環境）、ＪＩＣ
Ａ協力隊事業説明、青年海外協力隊体験談、昼食（エ
スニック料理） 区内在住・在勤・在学の方、杉並区
交流協会会員 ３０名 １０００円（昼食・飲み物代） ・
 電話、ハガキ、ファクスまたはＥメール（４面記入
例参照）で、杉並区交流協会（〒１６６崖０００４阿佐谷南１
崖１４崖２みなみ阿佐ケ谷ビル５階緯５３７８崖８８３３胃５３７８
崖８８４４死aces@ck9.so崖net.ne.jp）へ（先着順） 
 http://００６.upp.so崖net.ne.jp/suginami/
★ご近所付き合い広目隊防犯バザー
　 ７月２８日㈯午前１０時～ 馬橋稲荷神社境内（阿佐
谷南２崖４崖４） 区内在住の方 当日、直接会場へ
 ご近所付き合い広目隊事務局・市村緯３３１１崖９１４３
★百人一首源平かるた親子大会
　 ７月２２日㈰午前１０時～午後５時（午前９時４５分開
場） 杉並第二小学校視聴覚室（成田西３崖４崖１）
 都内と周辺在住の中学生以下の子どもとその保護者
 ２０組４０名 １組１０００円 ・ 往復ハガキまたはフ
ァクス（４面記入例参照）で、７月２０日（消印有効）
までに伝承文化研究所・小林（〒１６４崖０００２中野区上高
田２崖５８崖９山口ハイツ１０１緯・胃３３１９崖５３６１）へ
★サバイバル探検ツアー
　区と災害時相互援助協定を締結している福島県南相
馬市で、農業体験をし、郷土料理を食べ、交流の輪を
広げましょう。
　 ８月３日㈮～５日㈰（２泊３日。現地集合） 福
島県南相馬市 ３日＝国見山登山→交流会渇４日＝ジ
ャガイモ掘り→魚すくい→海水浴渇５日＝博物館見学
 区内在住の方 ２０名 大人８０００円、小学生以下４０００
円（現地までの交通費は参加者負担。ＪＲ常磐線原ノ
町駅から送迎あり） ・ 電話で、７月２０日までに南
相馬市原町区産業課緯０２４４崖２４崖５２６２へ
★杉並清掃工場見学会（７月分）
　 ７月２８日㈯午後１時３０分～３時 杉並清掃工場
（高井戸東３崖７崖６） ５０名 無料 ・ 電話で、
７月２６日までに東京二十三区清掃一部事務組合総務課
広報・人権係緯６２３８崖０６１５へ（先着順）
★家づくり講座となんでも相談会
　 ７月２８日㈯午後１時３０分～５時 産業商工会館
（阿佐谷南３崖２崖１９） 基礎知識編（工務店・ハウ
スメーカー・建築家、初打合せから完成までの日程、
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工事費と安全な予算組み）渇実例講座編（小さくても
広々と感じる住まい、変形・日当たりの悪い敷地の家、
パッシブな手法による家づくり） １級建築士・落合
雄二、藤田辰夫、山本ミヤ子 ２５名 ５００円（資料代）
 ・ 電話、ファクスまたはＥメール（４面記入例参
照）で、ＮＰＯ法人家づくりの会緯５７７１崖６０５１（月～
土曜日午後１時～６時）胃５７７１崖６０５２死info@npo崖
iezukurinokai.jpへ（先着順）
★ＮＰＯマンション管理セミナー
　 ７月２８日㈯午前１０時～午後０時２０分 すぎなみ
ＮＰＯ支援センター（阿佐谷南１崖４７崖１７） ・ 講
演会「安心・安全に暮らせるマンション」（ＭＯＣ職
員・吉澤康博）、「最近のマンションで発生している注
意点」（１級建築士・尾崎英二）渇相談会と意見交換会
 マンション管理組合役員、区分所有者など ３０名 
無料 電話、ファクスまたはＥメール（４面記入例参
照）で、ＮＰＯ法人マンションオーナーズコミュニテ
ィー緯３２９２崖６４６４胃３２９２崖６４６５死moc@npo崖jp.netへ
★きもので楽しむ和文化・こども教室（文化庁委託事業）
　 ７月１６日㈷～２０年３月の午後３時３０分～５時（初
回を除く毎月土曜日。計１０回） 阿佐谷地域区民セン
ター（阿佐谷南１崖４７崖１７） ゆかたの着方・盆踊り・
茶道・日舞体験・和楽器を学ぶなど 小学４年生～中
学生 １５名 無料（教材費２８００円） ・ 電話また
はファクス（４面記入例参照）で、桃美会・鈴木緯・
胃３３３９崖８７５０へ（先着順）
★家庭学級「親子リズム遊び」
　 ９月８日・２２日、１０月２０日、１１月１０日、１２月１日・２２
日、２０年１月１２日、２月２日・２３日、３月８日（いずれも
土曜日。計１０回）午前１０時～＝３歳児親子、１１時～＝２
歳児親子 浜田山会館（浜田山１崖３６崖３） 区内在
住の２～３歳児とその保護者で全回参加できる方 各
２０組（抽選） ５０００円（子育て応援券利用可）。子ども２
名または夫婦で参加の場合は２５００円増し 往復ハガキ
またはＥメール（携帯電話のメールは不可。４面記入例
参照）に、希望クラス（３歳児・２歳児）・親子の氏名（フ
リガナ）・月齢・性別、あればファクス番号も書いて、
７月３１日（必着）までにミュージックラボ・ぴゅあ野村
（〒１６６崖００１２和田３崖２１崖５死lapis崖n@jcom.home.
ne.jp）へ 同団体緯５９３０崖７５０３

★㈳杉並区シルバー人材センターリサイクル自転車の販売
　 ７月２３日㈪～２５日㈬午前１１時～午後４時 リサ
イクル自転車作業所（永福２崖１崖１１緯３３２７崖２２８７）
 販売価格＝１台６５００円～１万円 直接、同作業所へ
 ㈳杉並区シルバー人材センター緯３３１７崖２２１７
★障害のある中高生の放課後活動クラブ「フォスター」
スタッフ募集
　 学校から活動場所までの送迎。身辺自立の介助。
調理・音楽・工作・外出などのプログラムの提供渇勤
務日時など＝応相談で週２、３日（土曜日勤務できる
方歓迎）。月～金曜日＝午後２時３０分～５時３０分（水曜
日は午後１時～）、土曜日と夏休みなどの学校休業日は
午前９時～午後５時３０分渇資格＝心身ともに健康なお
おむね４５歳くらいまでの方渇時給＝未経験者＝９００円、
経験者＝１０００円。交通費全額支給 ・ 電話で、フォス
ター（和田２崖３１崖２１和田障害者交流館内緯０９０崖９８１２
崖５１２１）へ（月～金曜日の午後２時～３時、５時～６時）
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①６月２１日付広報７面「明治大学公
開講座『情報科学と社会』」記事中

の講師は、明治大学・近藤佐保子講師の誤りでした。
②７月１日付広報７面「杉並子ども囲碁教室」記事中
の、日本棋院・田九段は、日本棋院・安田九段の誤り
でした。③同９面「リズムダンス交流会」記事中の、
日本大学チアリーダー部VORTEXは、日本体育大学チ
アリーダー部VORTEXの誤りでした。

訂正とおわ訂正とおわびび
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　地域の集会施設運営協議会が企画した
催しと各種教室（左表）をお知らせします。
　申し込みは、催しは記事中の申込方法
で、各種教室は往復ハガキで、各締切日
（必着）までに該当の施設へ（抽選）。
　申込先住所と記載例は７面下表を参照。
　詳しい内容や託児の有無は、直接該当の
施設へお問い合わせください。

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り 

們
元
気
と
文
化
の
生
ま
れ
る
広
場

　

お
子
さ
ん
か
ら
年
配
の
方
ま
で
ど

な
た
で
も
楽
し
め
る
催
し
・
模
擬
店

を
た
く
さ
ん
そ
ろ
え
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
 

７
月　

日
㈯
・　

日
㈰
午
前　

２８

２９

１０

時

時
～
午
後
４
時（
雨
天
実
施
） 　

日
２８

＝
パ
ン
ト
マ
イ
ム
（
出
演
＝
山
本
さ

く
ら
）
▽　

日
＝
沖
縄
太
鼓
エ
イ
サ

２９

ー
、 
木  
遣 
り
、
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ
サ
ー

き 

や

ジ（
無
料
）▽
両
日
＝
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
な
ど 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

方

南
・
和
泉
地
域
集
会
施
設
運
営
協
議

会
事
務
局
緯
５
３
０
０
倆
９
４
１
２

土
曜
日
の
音
楽
会 

們
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
の
夕
べ

　

夏
の
夜
、
静
か
な
浜
辺
、
波
の
音

と
と
も
に
心
地
よ
く
聞
こ
え
て
く
る

ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
、
多
く
の
人
に
親

内

申

問

し
ま
れ
た
懐
か
し
い
曲
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
調
べ
を
今
年
も

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

７
月　

日
㈯
午
後
６
時　

分
開

１４

３０

演 

出
演
＝
ア
ロ
ハ
・
レ
イ
ン
ボ
ー

ズ
＆
ウ
ク
レ
レ
・
ボ
ー
カ
ル
フ
レ
ン

ズ
▽
曲
目
＝
「
ハ
ナ
レ
イ
ム
ー
ン
」、

「
カ
イ
マ
ナ
ヒ
ラ
」、「
砂
に
書
い
た

ラ
ブ
レ
タ
ー
」
ほ
か 

八
〇
名
（
先

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

方
南
・
和
泉
地
域
集
会
施
設
運

営
協
議
会
緯
５
３
０
０
倆
９
４
１
２

セ
シ
オ
ン
杉
並
ま
つ
り 

２
０
０
７

　
 

８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
午
前　
１０

時
～
午
後
４
時
（
５
日
は
午
後
３
時

ま
で
／
雨
天
実
施
） 

４
日
㈯
＝
な

つ
か
し
の
シ
ネ
マ「
黒
沢
明
の
世
界
」

（「
酔
い
ど
れ
天
使
」午
前　

時
～
）、

１０

子
ど
も
消
防
服
で
写
真
撮
影
、
煙
体

験
、
消
火
訓
練
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
・

バ
ル
ー
ン
な
ど
▽
５
日
㈰
＝
映
画

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
コ
ー
ド
」（
正
午
～
）、

な
つ
か
し
の
シ
ネ
マ
「
黒
沢
明
の
世

界
」（「
わ
が
青
春
に
悔
い
な
し
｣
午

前　

時
～
）、
エ
イ
サ
ー
、
ク
イ
ッ
ク

１０
マ
ッ
サ
ー
ジ
、包
丁
研
ぎ
、ま
な
板
削

り
、太
鼓
ク
ラ
ブ「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」演
奏
、

な
ど
▽
両
日
＝
グ
ル
ー
プ
発
表
・
展

示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
似
顔
絵
、

障
害
者
団
体
自
主
生
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
東
吾

妻
町
農
産
物
産
直
市
、
各
種
模
擬
店

◇
体
操
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
室
内
履

き
を
持
参
）

　
 

・ 

①
４
日
㈯
午
前　

時　

分

１０

３０

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
＝
パ
タ

ー
ゴ
ル
フ
②
４
日
㈯
午
前　

時　

分

１０

３０

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
＝
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
③
５
日
㈰
午
前　

時
１０

　

分
～
正
午
＝
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ

３０④
５
日
㈰
午
後
１
時
～
２
時　

分
＝

３０

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
エ
ア
ロ 

①
ゴ
ル

時内

定

費

申

問時

内

時

内

師

フ
指
導
員
②
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
③
④
青
木
め
ぐ
み

◇
押
し
花
で
作
る
小
物
入
れ

　
 

４
日
㈯
午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

　

分 

小
野
田
千
栄
子 

一
〇
〇
名

３０
 

材
料
費
一
〇
〇
円

◇
易
占
い
コ
ー
ナ
ー

　
 

４
日
㈯
午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

　

分
、
５
日
㈰
午
前　

時
～
午
後
２

３０

１０

時　

分
（
一
人
一
五
分
） 

日
本
易

３０
学
振
興
協
会 

五
〇
名 

無
料

◇
子
ど
も
工
作
教
室（
パ
ウ
チ
ッ
コ
）

　
 

５
日
㈰
午
前　

時
～
午
後
２
時

１０

　

分 

元
井
幸
子 

一
〇
〇
名 

材

３０料
費
五
〇
円

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同
セ
ン

タ
ー
事
務
局
緯
３
３
１
７
倆
６
６
１

４ 

発
表
・
展
示
・
出
店
の
申
し
込

み
は
締
め
切
り
ま
し
た

梅
里
中
央
公
園
盆
お
ど
り
大
会

　

梅
里
中
央
公
園
（
梅
里
２
們　

們
３４

　

）
で
の
恒
例
の
盆
お
ど
り
大
会
で

２０す
。
地
元
各
町
会
が
共
催
・
参
加
し

ま
す
。
模
擬
店
も
お
楽
し
み
に
。

　
 

８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
午
後
６

時
～
８
時　

分 

当
日
、
直
接
会
場

３０

へ 

阿
佐
谷
地
域
集
会
施
設
運
営
協

議
会
事
務
局
緯
３
３
１
４
倆
７
２
１

５ 

７
月　

日
㈪
・　

日
㈮
午
後
６

２３

２７

時
か
ら
梅
里
区
民
集
会
所
で
練
習
を

し
ま
す

捌
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

 
波  
紋 
音
を
聴
く 

は 

も
ん

們
心
に
し
み
る
神
秘
的
な
響
き

　

波
紋
音
は 
水  
琴  
窟 
を
イ
メ
ー
ジ
し

す
い 
き
ん 
く
つ

て
創
っ
た
不
思
議
な
鉄
の
楽
器
で

す
。
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
日
本

各
地
の
寺
・
能
舞
台
・
古
民
家
な
ど

で
波
紋
音
の
演
奏
活
動
を
し
て
い
る

時
師

定

費
時

師

定

費

時
師

定

費

申

問

他時

申

問他

永
田
砂
知
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
心
に
し
み
る
ひ
と
時

に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

８
月
５
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

 

永
田
砂
知
子 

四
〇
名
（
抽
選
）

 

二
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
７
面

下
記
入
例
参
照
）
で
、
７
月　

日
２２

（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ 

荻
窪
地
域
集
会
施
設
運
営
協
議
会
事

務
局
緯
３
３
９
８
倆
９
１
２
７

ち
び
っ
子
ぼ
ん
お
ど
り
大
会

　

ち
び
っ
子
を
中
心
に
老
い
も
若
き

も
、
踊
り
の
輪
に
入
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
麦
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

ま
す
。

　
 

８
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭
午
後
６

時
～
８
時　

分
（
雨
天
の
場
合
は
３

３０

日
㈮
に
順
延
） 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ

初
心
者
ゴ
ル
フ
体
験
講
座

　

緑
の
芝
生
で
思
い
っ
き
り
ボ
ー
ル

を
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

９
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯
・　

日
１５

㈯
・　

日
㈯
午
後
２
時
～
３
時　

分

２２

２０

（
計
四
回
） 

高
井
戸
ハ
イ
ラ
ン
ド

セ
ン
タ
ー（
高
井
戸
東
３
們　

們
７
）

１１

 
　

歳
以
上
で
全
回
出
席
で
き
る
方

２０

 

二
〇
名
（
抽
選
） 

六
一
八
〇
円

（
参
加
費
・
保
険
料
） 

往
復
ハ
ガ

キ（
７
面
下
記
入
例
参
照
）で
、８
月

　

日（
必
着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

１６科
学
あ
そ
び 

們
連
射
式
水
鉄
砲
で
遊
ぼ
う
外

　
 

８
月　

日
㈫
午
後
１
時　

分
～

２８

３０

３
時 

科
学
館
・
斉
藤
常
男 

小
学

生
以
上
の
方 

三
〇
名 

二
〇
〇
円

（
保
険
料
含
む
） 

７
月　

日
か
ら
、

２８

同
セ
ン
タ
ー
図
書
室
受
付
カ
ウ
ン
タ

ー
へ
（
先
着
順
） 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
水
の
入
る
容
器
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

時
師

定

費

申

問

時

費

申

時

場

対定

費
申

時
師

対

定

費

申他

〈８〜１１月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

捌永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３　和泉３‐８‐１８）

害害
１００円

（使用料）
８月２５日㈯

午前９時～１０時
トレーニング相談～トレーナーが、指導と相談に応じます
／小島敬子　　　　　　　　　　（講習会修了者・先着１０）

８月５日
１００円
（保険料
含む）

８月２５日㈯
午前１０時～正午

トレーニング機器利用講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真１枚３㎝×２．５㎝・室内履き・タオル
持参）／小島敬子（１５歳以上で中学校を卒業している方・１２）
捌高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

８月６日
１００円
（保険料
含む）

８月２７日㈪
午前１０時～正午

トレーニング機器講習会～区民センター共通修了証発行の
ため、３㎝×２．５㎝の写真持参／小池功一郎

（１５歳以上で中学校を卒業している方・１０）

７月３０日無料８月１７日㈮・２４日㈮・３１日㈮
午前１０時～正午

老後の備え方、過ごし方～豊かなセカンドライフを送るた
めに、知っておきたいお金のこと。備えておきたい老後の
こと。知識と知恵で人生を有意義に楽しみましょう／関口
仁　　　　　　　　　　（区内在住・在勤・在学の方・３０）
捌荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

７月２９日２００円
８月２２日㈬・２９日㈬、９月
５日㈬・１２日㈬午後１時３０
分～３時３０分（計４回）

西洋美術史講座「バロック絵画～フェルメールほか」／バ
ロック絵画の４巨匠フェルメール・カラバッジオ・ルーベ
ンス・レンブラントを多彩なスライドでわかりやすく解説
します。９月２６日から国立新美術館で開催する「フェルメ
ール屈指の名作『牛乳を注ぐ女』とオランダ風俗画展」の
鑑賞にも役立つ講座です／斉藤陽一　　　　　　　　（４０）
捌西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

７月２６日無料８月４日㈯
午後１時３０分～３時３０分

参院選を振り返って～安倍内閣で初の国政選挙である参院
選を振り返り、そこに示された民意を探るとともに、今後
の政治への影響を分析します／中島勝　　　　　　　（４０）

７月２０日無料
８月２日㈭･９日㈭・２３日
㈭・３０日㈭
午前１０時～正午（計４回）

夏休み子ども講座「やさしい囲碁入門」～夏休みに囲碁を
覚えましょう。『ヒカルの碁』で有名になった囲碁を、小中
学生に分りやすく教えます。保護者の方もご参加ください
／田口周子　（小中学生〈小学低学年は保護者同伴〉・１５）
捌井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

８月６日３００円
８月２４日㈮、９月１２日㈬・
２８日㈮、１０月１２日㈮・２６日
㈮、１１月９日㈮午後２時～
４時（計６回）

吹いてみようハーモニカ～懐かしい音色にもう一度挑戦し
てみませんか。音符が読めなくても大丈夫です。持ち物、
複音ハーモニカ、２１穴使用。（３５００円で購入可。希望者はハ
ガキに明記）／横山明生　　　　　　　　　　　　　（２０）

８月１３日１００円８月２４日㈮・３１日㈮
午前１０時～正午（計２回）

日本の仏像彫刻ー運慶と快慶～鎌倉時代を代表する２人の
仏師の彫刻を比較するとともに、特色、作風の違いを検討
し、同時に鎌倉時代の仏像様式を考えます／女子美術大学
名誉教授・斉藤経生　　　　　　　　　　　　　　　（４０）

害害無料※８月１１日㈯・２５日㈯
受付＝午後１時３０分～３時

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します／安井昌
徳ほか
捌高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

７月２６日５４０円（保
険料含む）

８月２５日㈯・２６日㈰午前１０
時～１１時３０分（計２回）

キッズテニス～あつまれ元気っ子！／内藤昇一
（４歳～小学校２年生・４０）

８月６日
１２０円
（保険料
含む）

８月２８日㈫
午前１０時～午後０時４５分

８月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真３㎝×２．５㎝ １枚持参）／高橋悦
子　　　　　（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

害害無料８月２５日㈯
午後２時～３時

なつやすみ「おはなしひろば」スペシャル～パネルシアタ
ー・エプロンシアターを交えてのおはなしひろばです／

（幼児・小学低学年、幼児は保護者の付き添い必要）
※は実費がかかる場合があります。

下 
高 
井 
戸 
区
民
集
会
所

梅　
　
　

里 
区
民
集
会
所

高　

井　

戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

高　

円　

寺 
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

荻　
　

窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

永 
福 
和 
泉 
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー▲山本さくら
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意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意
意

体
験
外
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

　

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
ス
ト
レ
ッ

チ
、
プ
ー
ル
で
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
で

あ
な
た
の
夏
を
健
康
に
し
ま
せ
ん

か
。

　

脂
肪
燃
焼
・
筋
力
ア
ッ
プ
・
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
水
中
運
動
の

効
果
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
 

８
月　

日
㈪
・　

日
㈪
・　

日

１３

２０

２７

時

㈪
午
前　

時
～
正
午
（
計
三
回
） 

１０

テ
ィ
ッ
プ
ネ
ス
下
井
草
店
（
下
井
草

２
們　

們　

） 

テ
ィ
ッ
プ
ネ
ス
下

４０

１７

井
草
店
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

全
回

参
加
で
き
る
方
（
心
臓
な
ど
の
病
気

の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

四
〇

名 

三
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
左

下
記
入
例
参
照
）
で
、
７
月　

日
３１

（
必
着
）
ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

 

井
草
地
域
集
会
施
設
運
営
協
議
会

事
務
局
緯
３
３
０
１
倆
７
７
２
３（
月

～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
） 場

師

対定

費

申

問

【往復ハガキ記入例】〈１人１枚〉
①行事名②住所③氏名（フリガナ）
④年齢⑤電話番号⑥返信用の宛先を
記入。託児のある行事は子どもの氏
名・年齢も書いてください。

永福和泉地域区民センター緯５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８蒋第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所緯３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８蒋第１・第３水曜日

下高井戸区民集会所緯５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１蒋第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
緯３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２蒋第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所緯５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１蒋第１・第３月曜日

西荻南区民集会所緯３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３蒋第２月曜日
井草地域区民センター緯３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２蒋第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所緯３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３蒋第２・第４火曜日

八成区民集会所緯３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２蒋第２水曜日

高井戸地域区民センター緯３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５蒋第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所緯３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５蒋第２・第４月曜日

高円寺北区民集会所緯３３３０－７２５５
〒１６６－０００２　高円寺北３－２５－９蒋第２・第４月曜日

阿佐谷地域区民センター緯３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７蒋第２・第４火曜日、第３水曜日

梅里区民集会所緯３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０蒋第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター緯３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０蒋第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所緯５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０蒋第１・第３月曜日
西荻地域区民センター緯３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２蒋第２・第４水曜日、１１日

井　
　
　

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

　

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
を
前

に
、
い
ま
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
い
か

に
し
て
果
た
す
か
が
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
ね
。

　

特
に
男
性
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
多

く
は
、
定
年
ま
で
職
場
一
筋
で
過

ご
さ
れ
た
方
が
多
い
の
で
、
地
域

デ
ビ
ュ
ー
し
よ
う
と
し
て
も
、
な

か
な
か
敷
居
が
高
い
も
の
で
す
。

ご
近
所
の
方
た
ち
と
は
、
せ
い
ぜ

い
会
釈
を
交
わ
す
程
度
で
、
お
そ

ら
く
町
会
の
諸
行
事
な
ど
、
顔
を

 
覗 
か
せ
た
こ
と
が
な
い
方
が
大
半

の
ぞで

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
会
に

理
解
の
あ
る
人
た
ち
だ
け
で
運
営

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
勝

手
な
思
い
込
み
を
し
て
、
地
域
デ

ビ
ュ
ー
の
必
要
性
は
わ
か
っ
て
い

て
も
、
な
か
な
か
第
一
歩
が
踏
み

出
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

わ
が
四
宮
親
交
会
で
は
、
数
年

前
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成

し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
約
半
数

は
、
既
に
町
会
で
活
躍
中
の
役
員

と
役
員
が
集
め
た
友
人
・
知
人
、

残
り
半
数
が
回
覧
板
の
募
集
に
応

じ
た
人
た
ち
で
し
た
。そ
の
後
も
、

毎
年
回
覧
板
で
募
集
を
行
い
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
応
募
の
な
い
の
が

実
情
で
す
。
同
じ
メ
ン
バ
ー
だ
け

で
は
、
年
々
隊
員
の
高
齢
化
が
進

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
春
の
募
集
は
回
覧
板
募
集
と
同

時
に
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
が

リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
ら
し
い
様
子
の

男
性
を
う
か
が
っ
て
、
直
接
お
宅

を
訪
ね
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
た
に
五
名
の
方
が

加
わ
っ
て
、
ど
う
に
か
三
〇
名
体

制
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
地
域
デ

ビ
ュ
ー
す
る
に
は
格
好
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で
す
。
他
な
ら
ぬ
私
も
、
町

内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
程
度
な
ら
自
分

で
も
お
役
に
立
て
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
、
回
覧
板
募
集
に
応
じ

た
口
な
の
で
す
。入
っ
て
み
れ
ば
、

職
歴
な
ど
関
係
な
く
、
た
だ
の
お

隣
さ
ん
同
士
の
関
係
で
あ
り
、
い

い
仲
間
で
し
た
。

　

い
っ
た
ん
地
域
の
敷
居
を
ま
た

い
で
し
ま
う
と
、
あ
と
は
町
会
な

ど
の
諸
行
事
に
自
然
と
融
け
込
ん

で
い
け
る
も
の
で
す
。
四
宮
親
交

会
で
は
、
春
祭
り
や
児
童
館
の 
餅 もち

つ
き
大
会
、
連
続
三
一
回
目
を
迎

え
る
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
、

防
災
訓
練
、
春
秋
の
交
通
安
全
運

動
、
地
域
安
全
運
動
、
四
宮
防
災

会
の
方
々
と
連
携
し
た
歳
末
夜
警

巡
回
な
ど
、
い
つ
の
間
に
か 
関 
わ

か
か

り
が
で
き
て
顔
が
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。
一
歩
、家
の
外
に
出
る
と
、

立
ち
話
の
一
つ
や
二
つ
は
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
防
犯
や
児

童
た
ち
の
見
守
り
を
通
じ
て
、
さ

さ
や
か
で
あ
っ
て
も
地
域
の
支
え

合
い
に
一
役
立
て
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
ボ
ケ
防
止
の
秘

け
つ
は
、「
一
日
に
家
族
以
外
の
三

人
の
他
人
と
会
話
」
だ
と
い
い
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
尻
込
み
な
さ

ら
ず
思
い
切
っ
て
飛
び
込
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
防
犯
部
長　

藤
田
暢
昭
）

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
を
前

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
を
前
にに

●
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人

●
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人
公公

四
宮
親
交

四
宮
親
交
会会

「
す
ぎ
な
み
地
域
活
動
ネ

ッ
ト
」
操
作
講
習
会

　
「
す
ぎ
な
み
地
域
活
動
ネ
ッ
ト
」

は
、
区
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加

促
進
や
市
民
活
動
団
体
を
支
援
す

る
た
め
の
「
地
域
情
報
サ
イ
ト
」

で
す
。「
掲
示
板
」「
カ
レ
ン
ダ
ー
」

「
電
子
ア
ル
バ
ム
」「
参
加
者
募

集
」
な
ど
の
新
規
機
能
を
中
心
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　
 

・ 

①
７
月　

日
㈮
＝
こ
れ

２７

か
ら
登
録
を
考
え
て
い
る
方
②　
３０

日
㈪
＝
既
に
登
録
済
み
の
方
／
い

ず
れ
も
午
前　

時
～
午
後
０
時　

１０

３０

分 

す
ぎ
な
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン

タ
ー 

各
回
二
〇
名 

無
料 

・

 

郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル（
４
面
記
入
例
参
照
）

で
、
各
回
の
前
日
ま
で
に
す
ぎ
な

み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒　
倆
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
們　

們　
４７

１７

緯
３
３
１
４
倆
７
２
６
０
胃
３
３

１
４
倆
７
２
６
５
死info@

np
o

suginam
i.jp

）
へ
（
先
着
順
）

 

各
回
の
内
容
は
若
干
異
な
り
ま

す
。７
月　

日
の
講
習
会
終
了
後
、

３０

個
別
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
す

で
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
方
は
、

写
真
フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

時

対

場
定

費

申

問他

◇
高
齢
者
の
ス
キ
ン
ケ
ア
〜
夏
の
紫

外
線
対
策
（
講
義
と
実
技
）

　
 

７
月　

日
㈪
午
後
２
時
～
４
時

２３

 

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
們
７
們　

） 

山
野
美
容
芸
術

２２

短
期
大
学
講
師
・
村
木
代
志
美 

区

内
在
住
で　

歳
以
上
の
方
、
介
護
を

６５

し
て
い
る
方 

二
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
ケ
ア　

下
井
草
緯
５
３

２４

０
３
倆
５
３
４
１
へ
（
先
着
順
）

◇
転
倒
予
防
体
操

　
 

７
月　

日
㈬
午
前　

時　

分
～

２５

１０

３０

正
午 

ア
ー
ス
の
森
高
円
寺
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺
北
２
們

　

們　

） 

全
身
の
筋
肉
・
関
節
を

１４

２６

動
か
し
、
転
倒
予
防
に
つ
な
げ
る
体

操
、 
誤  
嚥 
防
止
の
た
め
の
口
周
囲
の

ご 

え
ん

筋
力
体
操 

澤
千
裕 

高
齢
者
の
介

護
に
携
わ
っ
て
い
る
方 

一
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
ア
ー
ス
の
森

高
円
寺
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
緯

５
３
２
７
倆
５
３
０
１
へ
（
先
着
順
）

◇
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
消
費
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か

？

　
 

７
月　

日
㈬
午
後
２
時
～
３
時

２５

　

分 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
們

３０
　

們　

） 

悪
徳
商
法
に
巻
き
込
ま

２２

３２

れ
な
い
た
め
の
予
防
法
と
対
策 

区

内
在
住
の
方 

二
〇
名 

無
料 

・

時
場

師

対

定

費

申

問
時

場

内師

対
定

費

申

問

時
場

内

対

定

費

申

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
４
面
記

入
例
参
照
）
で
、
ケ
ア　

梅
里
緯
５

２４

９
２
９
倆
１
９
２
４
胃
５
９
２
９
倆

１
９
２
５
へ
（
先
着
順
）

◇
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

役
割

　

区
と
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
結
ん

だ
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
い
て
設

置
さ
れ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
 

７
月　

日
㈫
午
後
１
時　

分
～

３１

３０

３
時 

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
和
泉
３
們
８
們　

） 

杉
並
ボ

１８

ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
福
祉
推
進
セ
ン
タ

ー
所
長
・
疋
田
恵
子 

区
内
在
住
の

方
、
た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
協
力
員 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
ケ

ア　

永
福
緯
５
３
５
５
倆
５
１
２
４

２４
へ
（
先
着
順
）

◇
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
正
し
い
選
び

方

　
 

７
月　

日
㈭
午
後
１
時　

分
～

２６

３０

３
時　

分 

上
井
草
会
議
室
（
今
川

３０

４
們
８
們　

） 

民
間
介
護
施
設
紹

２２

介
セ
ン
タ
ー
み
ん
か
い
・
笹
川
康
宏

 

介
護
を
し
て
い
る
方
、
関
心
の
あ

る
方 

七
〇
名 

無
料 

・ 

電
話

で
、
ケ
ア　

善
福
寺
緯
５
３
１
１
倆

２４

１
０
２
４
へ
（
先
着
順
）

問
時

場

師

対

定

費

申

問

時

場

師

対

定

費

申

問

　クーラーの室外機などから排出される
熱風などによる都市部のヒートアイラン
ド現象や地球温暖化は、真夏日や熱帯夜増
加の一因として問題になっています。
　区では、「地球を救えp(^-^)qすぎなみ省
エネ作戦」を展開していますが、こうした
現状を解決するために、私たち一人ひとり
が取り組める方法として、だれもが手軽に
できる「打ち水」を行います。
　雨水やお風呂の残り湯・プールの残り水
などの二次用水（水道水はご法度です）を
使い、気温を下げようという取り組みで
す。
　今年の区役所の一斉打ち水実施日を７
月３０日㈪正午からに設定しました。皆さん
も、ぜひ参加してください。
　また、ＮＰＯ法人が計画している打ち水
大作戦の期間は、７月２３日㈪～８月２３日㈭
です。詳細は、 http://www.uchimizu.
jp/をご覧ください。
　合言葉は「暑い日は打ち水！みんなで真
夏の気温を２度下げよう」で、真夏の気温
低下や環境問題に対する意識啓発などを
目的としています。

HP

止めよう温暖化
すぎなみ打ち水２００７
害害問い合わせは、環境課庶務係へ。

●●　
　

家
族
介
護
教

家
族
介
護
教
室室　
　

●●

妙正寺池でコイヘルペスが発生
　６月下旬に妙正寺池でコイの浮上死体
が続いて発見されました。検査の結果、コ
イヘルペスによるものと確認されました。
従来から、池での釣りは禁止され、コイな
どの持ち出しや持ち込みはできません。ご
協力をお願いします。
　なお、コイヘルペスは、人には感染せず、
人体には影響がありません。

 環境課公害対策係問
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区立小中学校の再編構想をお知らせしま区立小中学校の再編構想をお知らせしますす

　

区
教
育
委
員
会
で
は
、　

年
７
月
、

１６

「
区
立
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
」

に
よ
り
学
校
の
適
正
規
模
（
下
表
１

参
照
）
と
今
後
の
進
め
方
を
定
め
る

と
と
も
に
、　

年
１
月
に
「
杉
並
区

１７

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い

学
校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。◇　
　

◇　
　

◇

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
は
、
子
ど
も
た

ち
の
学
力
・
体
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学

校
の
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
の
人
々
が
子
ど
も
の
学

習
や
課
外
活
動
の
ほ
か
、
学
校
運
営

と
い
う
面
で
も
学
校
を
支
援
し
て
い

く
体
制
と
そ
の
た
め
の
条
件
づ
く
り

を
進
め
、
中
学
校
一
校
に
小
学
校
二

校
程
度
の
ま
と
ま
り
を
基
本
と
し
て

そ
の
地
区
の
教
育
推
進
体
制
を
築
い

て
い
く
、
そ
う
し
た
こ
れ
か
ら
の
学

校
づ
く
り
を
、
区
の
目
指
す
教
育
環

境
の
あ
り
方
と
し
て
描
い
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
は
、
幼
・
小
・
中
を
一
貫

し
た
学
習
指
導
、
少
人
数
指
導
・
習

熟
度
別
指
導
や
中
学
校
に
お
け
る
教

科
教
室
型
の
運
営
な
ど
、
多
様
な
学

習
形
態
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
学
力
な
ど
の
向
上
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
一
定
規
模
の
児
童
・
生
徒
数

を
確
保
し
、
教
員
を
適
切
に
配
置
す

る
と
と
も
に
、
少
人
数
指
導
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
、
探
究
的
な
学
習
活
動
の
た
め
の

図
書
室
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
・
視
聴

覚
室
の
機
能
を
統
合
し
た
ラ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
地
域
の
人
々

の
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
づ
く
り
、

施
設
自
体
が
環
境
学
習
の
た
め
の
教

材
と
な
る
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
な
ど
、

高
機
能
で
多
機
能
な
学
習
環
境
の
整

備
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

一
方
、
現
在
の
児
童
・
生
徒
数
は

ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
に
減
少
し
て

お
り
、
今
後
も
大
幅
に
増
加
す
る
こ

と
は
な
い
と
予
測
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

今
後
一
六
年
間
で
五
五
校
が
学
校
の

改
築
時
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
児
童
・
生
徒
数
が
こ
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
数
の
学
校
を
維
持
す
る
た
め
に

改
築
な
ど
を
進
め
る
こ
と
は
、
将
来

に
大
き
な
財
政
負
担
を
残
す
こ
と
に

な
る
う
え
、
前
述
の
よ
う
な
望
ま
し

い
学
習
環
境
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
困
難
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
学
校
の
適

正
配
置
（
小
中
学
校
の
統
合
）
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
基
本
方
針
に
基

づ
き
、　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の

１６

３０

五
年
ご
と
の
具
体
的
な
適
正
配
置
計

画
を
策
定
し
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
　

年
２
月
に
は
「
第
一
次
適
正
配

１８
置
計
画
（
小
学
校
の
統
合
）」
を
決
定

し
、　

年
４
月
に
杉
並
第
五
小
学
校

２０

と
若
杉
小
学
校
を
統
合
す
る
こ
と
に

よ
る
新
し
い
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。◇　
　
 
◇　
　

◇

　

こ
の
度
、
よ
り
多
く
の
区
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
た

め
、
将
来
の
児
童
・
生
徒
数
な
ど
、

基
本
方
針
に
あ
る
全
体
的
な
考
え
方

を
改
め
て
整
理
し
、
今
後
必
要
と
な

る
学
校
数
（
小
学
校
三
九
校
、
中
学

校
一
八
校
〈
下
表
２
参
照
〉）
を
地
域

ご
と
に
示
し
た
「
小
中
学
校
適
正
配

置
の
た
め
の
再
編
構
想
」
を
公
表
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
左
図
１
、
２

と
表
３
、
４
参
照
）。

　

な
お
、
基
本
方
針
に
あ
る
よ
う
に

適
正
規
模
に
満
た
な
い
学
校
を
直
ち

に
廃
止
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
改
築
の
優
先
度
や
改
築
を
必
要

と
す
る
学
校
の
敷
地
面
積
・
形
状
、

建
築
上
の
制
限
、
学
校
の
位
置
関
係

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、　

年
度

２０

に
策
定
す
る
「
第
二
次
適
正
配
置
計

画
素
案
」
の
中
で
統
合
対
象
校
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

〈表３　区立小学校〉

学校名地域学校名地域

馬橋

Ｅ

桃井第一

Ａ

杉並第六四宮
杉並第十桃井第四
杉並第三桃井第三
杉並第四三谷
杉並第八井荻
桃井第五

Ｆ
（※）

荻窪

Ｂ

沓掛高井戸第二
八成高井戸
杉並第九松庵
杉並第五久我山
若杉富士見丘
桃井第二

Ｇ

高井戸第四
杉並第二浜田山

Ｃ

西田高井戸東
杉並第一永福
杉並第七高井戸第三
東田和泉

※Ｆ地域の杉並第
五小と若杉小は
統合し、２０年４
月に統合新校が
開校します。

新泉
永福南
堀之内

Ｄ

方南
和田
済美
大宮
松ノ木

〈表４　区立中学校〉

学校名地域

井荻

Ａ

井草

荻窪

天沼

中瀬

高井戸

Ｂ

宮前

松溪

西宮

富士見丘

神明

和田

Ｃ

向陽

泉南

和泉

松ノ木

大宮

阿佐ケ谷

Ｄ

杉森

東原

東田

高南

高円寺

これからの学校適正配置を計画的に進めるため、「小中学校適正配置のための再編構想」をお知らせし、皆さんのご意見を伺います。
害害問い合わせは、教育委員会事務局学校適正配置担当へ。

〈表１　適正規模〉
１学年あたりの学級数全校児童・生徒数全校学級数

２～３学級３６７～５５０人１２～１８学級小学校
３～４学級３０１～４０２人９～１２学級中学校

〈表２　区全体で今後必要となる学校数〉
必要な学校数
Ａ／Ｂ

適正規模の平均数
Ｂ（※２）

児童・生徒数
Ａ（※１）

３９校４５８人１８０９１人小学校
１８校３５１人６２７９人中学校

※１．２４年度の将来推計数。２．小学校＝３６７～５５０人、中学校＝３０１～４０２人の平均数。

①
ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見
用
紙
に

書
い
て
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
胃
５
３
０
７
倆
０
６
９

２
で
、９
月　

日
㈮
ま
で
に
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
適

２１

正
配
置
担
当
へ
。

②
ご
意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所
（
在
勤
の
方
は
勤
務
先
の

名
称
と
所
在
地
、
在
学
の
方
は
学
校
名
と
所
在
地
）、
事

業
者
の
方
は
事
業
所
の
名
称
と
所
在
地
、代
表
者
の
氏
名

も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

③
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、意
見
を
書
き
込

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

７
月　

日
㈬
〜
９
月　

日
㈮

１１

２１

【
閲
覧
場
所
】

　

教
育
改
革
推
進
課
（
区
役
所
東
棟
六
階
）、
区
政
資
料

室
（
西
棟
二
階
）、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、

図
書
館

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す

る
区
の
考
え
方
な
ど
は
、　

月
に「
広
報
す
ぎ
な
み
」な

１１

ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

ご意見をお寄せください

図１　小学校

図２　中学校

　
「
広
報
す
ぎ
な
み
」
７
月　

日
号
で
は
、
区
立
小
中
学
校
の
再
編
構

２１

想
〈
そ
の
２
〉
と
し
て
、
各
校
の
児
童
・
生
徒
数
の
将
来
推
計
（　

年
２４

度
）
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
再
編
構
想
（
全
文
）
と
基
本
方
針
（
全
文
）
は
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
左
記
閲
覧
場
所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〈その１〈その１〉〉


